
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

てください フイルム出力は 線、トンボ無し。

総総

務務

文文

教教

福福

祉祉

建建

設設

経経

済済

建建

設設

経経

済済

消
防
行
政
に
お
い
て
、

災
害
や
事
故
の
多
様
化
、
大

規
模
化
、
都
市
構
造
の
複
雑

化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

消
防
団
組
織
の
弱
体
化
な
ど

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
消
防
の
広
域
化
が
必
要

で
あ
り
、
国
や
京
都
府
の
動

き
と
も
相
ま
っ
て
市
町
村
消

防
の
広
域
化
は
避
け
ら
れ
な

い
情
勢
に
な
っ
て
く
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

広
域
化
へ
向
け
て
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
広
域
化
の

範
囲
、
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

消
防
長

メ
リ
ッ
ト
等
に

つ
い
て
は
、
消
防
署
の
数
を

減
ら
す
こ
と
な
く
消
防
力
を

総
合
的
に
向
上
さ
せ
る
も
の

で
、
初
動
体
制
の
強
化
、
効

果
的
な
部
隊
運
用
、
本
部
機

能
統
合
等
の
効
率
化
に
よ
る

現
場
活
動
要
員
の
増
強
、
予

防
業
務
や
救
急
業
務
の
高
度

化
及
び
専
門
化
、
財
政
規
模

の
拡
大
に
伴
う
高
度
な
資
機

材
の
計
画
的
な
整
備
、
管
轄

区
域
の
適
正
化
に
よ
る
到
着

時
間
の
短
縮
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
消
防
力
の
強
化
に
よ

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

行
財
政
運
営
の
効
率
化
及
び

基
盤
の
強
化
が
図
れ
る
。

自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
に
つ
い
て
、
市
民
の
安

心
・
安
全
の
問
題
は
、
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
先
般
の
組

織
改
正
で
も
、
市
長
の
直
轄

組
織
に
し
、
意
気
込
み
を
示

さ
れ
た
が
、
組
織
の
立
ち
上

げ
の
補
助
金
の
充
実
も
含
め

て
、
自
主
防
災
組
織
の
使
命

を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
計

画
通
り
に
組
織
化
が
図
ら
れ

る
様
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、

市
の
考
え
方
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

立
ち
上
げ
時
の
補
助
と
し
て

一
時
金
を
支
払
い
、そ
の
後
、

毎
年
の
活
動
に
対
し
て
、
補

助
金
を
支
給
を
し
て
い
く
と

要
綱
を
定
め
る
。

最
近
、
消
防
団
員
に
よ

る
不
祥
事
が
続
い
た
。
市
民

の
安
心
安
全
を
守
る
者
が
起

こ
し
た
憂
慮
す
べ
き
事
件
で

あ
っ
た
。
消
防
行
政
と
し
て

ど
の
様
に
対
処
し
た
の
か
。

消
防
長

消
防
団
長
に
対

し
、
再
発
防
止
の
た
め
の
対

応
を
指
示
し
、
消
防
団
役
員

に
管
理
監
督
、
育
成
指
導
の

徹
底
に
つ
い
て
文
書
通
知
を

行
っ
た
。

消防活動の中心である消防本部

行
政
は
、
将
来
的
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り

を
行
わ
れ
た
い
。
公
共
施
設

や
道
路
を
開
発
前
に
地
図
上

に
配
置
し
、
良
好
な
ま
ち
並

み
を
形
成
す
る
努
力
を
す
べ

き
。建

設
部
長

大
学
の
研
究

成
果
な
ど
を
参
考
に
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。

市
街
化
区
域
に
は
、
家

が
建
つ
の
で
あ
り
、
調
整
区

域
か
ら
市
街
化
区
域
に
編
入

さ
れ
た
時
点
で
、
ま
ち
の
青

写
真
を
作
る
べ
き
だ
。

市
長

安
全
安
心
を
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
よ

う
に
対
応
し
た
い
。

高
齢
者
が
死
ぬ
ま
で
健

康
で
健
や
か
な
生
活
が
で
き

る
よ
う
な
施
策
が
必
要
で
あ

る
。
ま
ず
、
健
康
な
人
に
対

す
る
施
策
が
大
事
で
あ
る
。

総
合
的
に
指
導
援
助
す
る
部

署
が
必
要
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長

高
齢
者

の
保
健
福
祉
及
び
介
護
保
険

を
一
体
的
に
推
進
す
る
部
署

と
し
て
健
康
介
護
課
が
で
き
、

こ
の
課
が
中
心
と
な
っ
て
社

会
教
育
・
社
会
体
育
部
門
と

連
携
し
、
高
齢
者
の
健
康
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

少
し
健
康
を
損
ね
た
人

に
対
し
て
は
、
健
康
回
復
施

策
が
必
要
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
支
援
を
受
け
て

行
え
る
体
制
を
作
っ
て
は
。

保
健
福
祉
部
長

介
護
保

険
の
中
に
介
護
予
防
事
業
が

で
き
た
の
で
、
こ
れ
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

松井山手駅周辺のまちなみ模型

会
派
研
修
で
宮
崎
市
に

行
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
６

６
８
団
体
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
市
民
の
要
請
に
応
え
る
体

制
が
で
き
て
い
た
。
そ
れ
も

社
協
任
せ
で
な
く
、
市
が
担

当
課
を
作
っ
て
直
接
対
応
し

て
い
る
。
京
田
辺
市
も
研
究

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

助
役

勉
強
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

山
手
東
の
道
路
補
修

は
、
こ
の
９
月
に
修
理
完
了

と
の
状
況
と
な
り
感
謝
す

る
。
後
１
カ
所
残
る
の
で
、

出
来
る
だ
け
早
く
手
配
を
お

願
い
す
る
。

建
設
部
長

そ
の
部
分
は

道
路
保
全
が
難
し
い
状
況
で

あ
る
の
で
、
工
事
方
法
を
自

治
会
と
協
議
し
た
い
。

学
童

保
育

留
守
家
庭
児
童
会
の
対

象
学
年
を
４
年
生
ま
で
拡
大

し
、
保
育
時
間
の
延
長
を
実

施
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

請
願
も
出
さ
れ
て
い
る
。
近

隣
市
町
で
も
４
年
生
実
施
は

多
数
で
あ
る
。
こ
の
際
、
市

も
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。

教
育
部
長

平
成

年
度

に
薪
、
三
山
木
小
の
児
童
会

で
施
設
整
備
を
行
い
、
平
成

年
度
に
は
桃
園
校
区
の
児

童
会
の
施
設
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
こ
の
中
で
受
け
入

れ
体
制
の
確
保
に
努
め
た
い
。

現
行
教
育
基
本
法
第

条
の

国
民
全
体
に
対
し
て

直
接
に
責
任
を
負
っ
て
行
わ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

の

文
言
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
問
題
で
あ
る
。
教

育
長
の
認
識
を
問
う
。

教
育
長

私
自
身
は
公
教

育
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て

教
育
は
国
民
全
体
に
対
し
て

責
任
を
負
っ
て
や
ら
ね
ば
な

ら
な
い
と
、
常
に
心
し
て
い

る
。

一
休
寺
の
景
観
保
全
に

つ
い
て
三
度
聞
く
。
平
成

年
６
月
に
制
定
さ
れ
た

景

観
法

の
基
本
理
念
に
良
好

な
景
観
の
形
成
に
、
国
、
地

方
公
共
団
体
、
事
業
者
、
住

民
の
責
務
が
明
確
に
規
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
に
基

づ
い
て
保
全
で
き
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

市
長

一
休
寺
の
庭
園
か

ら
見
え
る
景
観
に
つ
い
て
は

保
全
を
図
り
た
い
。
そ
の
他

の
周
辺
部
分
に
つ
い
て
は
、

学童保育のようす（薪小学校）

何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
景
観

保
全
の
誘
導
を
図
り
た
い
。

前
立
腺
ガ
ン
は
、
ア
メ

リ
カ
で
は
、
男
性
の
ガ
ン
の

発
生
率
の
ト
ッ
プ
、
死
亡
率

第
２
位
を
占
め
て
い
る
。

日
本
で
も
増
加
の
傾
向
で

あ
り
、

年
後
に
は
増
加
割

合
が
他
の
ガ
ン
よ
り
も
ず
ば

抜
け
て
１
番
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、

歳
過
ぎ
た
ら

年
１
回
前
立
腺
ガ
ン
検
診

を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

既
に
京
都
府
下

市
町
村
で

実
施
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
部
長

現
時
点

で
は
集
団
検
診
と
し
て
実
施

す
る
予
定
は
な
い
。
今
後
、

検
診
効
果
や
国
の
研
究
班
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
参
考
に

し
て
、
動
向
を
見
て
い
き
た

い
。

障害者
自 立４

月
か
ら
障
害
者
自

立
支
援
法
が
実
施
さ
れ
、
利

用
者
の
負
担
が
応
能
負
担
か

ら
一
割
の
応
益
負
担
に
な
り
、

施
設
か
ら
の
退
所
や
サ
ー
ビ

ス
の
手
控
え
が
起
こ
っ
て
い

る
。
ま
た
施
設
経
営
に
お
い

て
も
根
本
か
ら
揺
る
が
す
報

酬
の
激
減
な
ど
予
想
を
超
え

る
問
題
点
が
噴
出
し
て
い

る
。
私
の
調
査
で
も
通
所
施

設
に
通
っ
て
い
る
方
か
ら

今
ま
で
バ
ス
代
だ
け
で
よ

か
っ
た
の
が
、一
割
負
担
で
、

３
万
円
も
負
担
が
増
え
た
。

そ
の
上
、
食
費
と
光
熱
水
費

の
負
担
が
増
え
、
４
万
円
も

払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
作
業

所
で
も
ら
う
工
賃
は
一
万
円

未
満
で
、
こ
れ
か
ら
先
ど
う

たなべ緑の風作業所での作業の様子

な
る
の
か
心
配
だ
。

と
聞

い
て
い
る
。
市
は
、
こ
の
よ

う
な
実
態
を
調
査
す
べ
き
。

今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
。
そ
の
た
め
利

用
料
の
軽
減
措
置
を
。

課
税
世
帯
に
も
食
費
の
助

成
を
。

通
所
施
設
等
で
、
事
業
の

報
酬
が
月
額
払
い
か
ら
日
額

払
い
に
な
り
、
収
入
が
減
収

し
事
業
の
継
続
も
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
。
施
設
事
業
所
へ
の

補
助
を
す
べ
き
。

保
健
福
祉
部
長

利
用

状
況
は
全
体
と
し
て
前
年
度

並
み
。
施
設
に
つ
い
て
必
要

に
応
じ
て
実
態
把
握
に
努
め

た
い
。

地
域
生
活
支
援
事
業
に
お

い
て
可
能
な
限
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な

い
よ
う
十
分
検
討
し
た
い
。

施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
な

い
方
と
の
公
平
性
と
い
う
考

え
か
ら
独
自
の
軽
減
は
行
わ

な
い
。

経
営
努
力
も
必
要
。
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

大
住
児
童
館
に
つ
い
て

引
率
者
が
市
内
の
住
民
で
あ

れ
ば
他
市
の
子
ど
も
で
も
受

け
入
れ
る
べ
き
。

運
用
面

で
配
慮

で
は
不
十
分
。

助
役

市
の
施
設
だ
か
ら

一
定
の
規
則
が
必
要
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
づ

く
り
を
。
大
住
ケ
丘
５
丁
目

の
階
段
の
て
す
り
、
段
差
の

解
消
を
、
市
営
住
宅
に
車
椅

子
用
ス
ロ
ー
プ
を
。

建
設
部
長

て
す
り
、
段

差
の
解
消
は
自
治
会
か
ら
の

要
望
も
あ
り
、
実
施
す
る
。

西

川

豊

蔵

議
員
（
公
明
・
市
民

）

松

本

耕

治

議
員
（
新
生
会
）

塩

貝

建

夫

議
員
（
共
産
党
）

水

野

恭

子

議
員
（
共
産
党
）

年（平成 年） 月 日


